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京都大学白浜試験地植栽のアカシア類の生育

渡辺弘　之・上　中　転　治

羽谷啓造・那須孝治

　京都大学農学部附属演習林白浜試験地（和歌山県西牟婁郡白浜町立ヶ谷）は設置以来，せき悪地に

おける森林造成に関する研究を主目的にしてきたが，その一方法として，多くのアカシア（／1cacia）

類を種子交換により導入し，早生樹種・肥料木としてのアカシァ類の育成を試みてきた。アカシア類

のうち，とくに，モリシマアカシアの造林法，施肥法などについては，すでに，柴田ほか（1963，64）

などで報告してきたが，アカシア類の導入種数が170種以上にも及び，それらの特性についても，か

なり把握することができたので，ここに植栽目録の作成をかねて，生育状況をとりまとあた。

　アカシァ類はタンニン原料，薪炭材，抗木，飼料，パルプ材などとして有望視され，一時期，九州

地方を中心に造林ブームがつづいたようであるが，現在では造林は全く下火になっている。しかし，

せき悪地における森林造成，パルプ原木，さらには，造園・観賞樹木などとしての価値は十分持って

いるので，それら用途別に樹種を選択し，造林することは勧められるように思われる。

　白浜試験地の年平均気温は16．8°C，最高気温の極値は35．1°C，最低気温の極値は，　－4．6°C，年平

均降水量は2，002mmである。

　記載の順序は種名，導入植物園名，原産地（かたかな書き），白浜試験地における開花・結実，形

態の特徴，樹高・胸高直径，用途，繁殖方法，造林上の問題点などとした。

　なお，耐凍性に関する試験は京都大学上賀茂試験地大畠誠一氏に全面的にやっていただいたもので

ある。記して厚くお礼申し上げる。

　　白浜試験地植栽アカシァ類

A．accela

　Adelaide，オーストラリァ開花，樹高3m，胸高直径3cm，細長い葉，花は美しく庭園木・街路樹

A．alata　R．　Br．

　Adelaide，　Wienオーストラリア

A．albida　Del．

　Mosambique　スーダン　するどい棘がある，低木

Aamericans　var．　marginata

　Poland（枯死）

A．aneura　F．　Muell

　Adelaide，　Canberra　オーストラリァ　細い葉，低木

A．argroPhylta　Hook

　Adelaide低木
A．aMata　R．　Br．（A。♪arαdoaca　D．　C．）　ハリアカシア

　Coinbra，　Ariana，　Adelaide　オーストラリァ　野外では寒さに弱く越冬しにくい，低木

A．arveηia

　Ariana
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A．baileγαna　F．　Muellギンバァカシァ・ギンヨウアカシア

　Barcelona，　Adelaide，　Tasmania，　Canberra　オーストラリア　開花・結実，樹高5m，胸高直径

10cmミモザとも呼ばれ，花は美しく切花，庭園木，苗木にカイガラムシがつきやすい。本種と

A．decurrens，　A．　dealbataとの自然交配がよく起っている。繁殖は播種

A．　beγlandieri

　Arizona　アメリカ

A．boormanii　Meiden（A．　hunteriana）

　Canberraオーストラリア　枯死

A．botrycePhα1αDes｛．（A．　discolor）

　Sydney，　Canberraオーストラリァ　開花・結実　樹高4m胸高直径1．5cm　カイガラムシが

つきやすい　造園・観賞木

A．brαchybotryα

　Adelaideオーストラリア　枯死

A．brach夕stachソαBenth

　Sydney，　Canberraオーストラリア，樹高1m　細い葉　造園・観賞木

A－brevisカica　Harms

　Tasmania　羽状複葉，棘がある低木

A．brownii

　Adelaide，オーストラリァ　低木　A．2’uniPerinaによく似る

A．burhei

　Mosambique　羽状複葉　棘がある

A．bZtrkittii　Benth

　Canberra寒さにより枯死

A．bscxifolia　A．　Cunn　（A．　lecnata）

　Canberraオーストラリア　A．　mo〃issiMa，　A．　brachybotryaに似る．羽状複葉

A．bynoeana　vaエ．彦α撤）liα（Aωiihelmianめ

　Adelaide，オーストラリア　寒さにより枯死

AcaJamifolia　Sweet

　Adelaide，　Sydney　オーストラリア　開花・結実　花は黄色，葉はマツに似た針葉　樹高4．5m

になる　観賞用

A．cardioPhツlla　Hort．

　Canberra，　Tasmania　オーストラリア　開花，花期は3月　A．　Po｛YbetrYaに似る。こまかい羽状

複葉

．A．　cavenia　Bert．

　Ariana，　Adelaide，　Tasmania　チリー，寒さに弱く山出しは無理のようである

A．chysantha

　Arizona　発芽せず

A．　clecnies一γossiae

　Sydney樹高3m，胸高直径1．8cm
A．cognata　Maiden＆Blakely
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　　Canberra　オーストラリア

A．colletioides　A．　Cunn

　　Canberra　開花，疎が多い　樹高2．5m

　A．conferta　A．　Cunn　et　Benth

　　Canberra

　A．co励sαMerr．　ソウシジュ　タイワンアカシア

　　Hong　Kong　台湾・フィリピン　寒さに弱く野外では育たない

A．　comstricta

　　Arizona　枯死

　A．coolgardiensis　Maiden

　　Adelaideオーストラリァ　針のような葉　低木

A．coriacea　D．C

　　Adelaide

　A．crasPeばocarPg　F．　Muell

　　Adelaide　オーストラリア

　A．cecltriformis　A．　Cunn（A．　cμltrata　Ait）　サンカクバアカシア　ウロコアカシア

　　Adelaide，　Coinbra，　Sydney，　Canberra　オーストラリア　低木　A．　pravissiMa・に似た三角の葉

が特徴，生花・観賞用

　A．cyanoPhylla　Lindl．オオナガバアカシァ

　　Barcelona，　Buenos　Aires，　Coinbra，　Ariana，　Adelaide，　Canberra　オーストラリァ　開花（4月

　下旬）・結実，長さ20cmを越す大きな葉をもっ。樹高10　m，胸高直径20　cmになる。パルプ用

　材，繁殖は播種・萌芽更新

　A．cyclopガs　A．　Cunn

　　Ariana，　Barcelona，　Adelaide　オーストラリァ　開花　低木

　A．dealba『a　LindL（A．　decurrens　Willd．　var．　dealbata　F．　Mue11）　フサアカシア　ハナアカシア

　　Zurich，　Adeiaide，　Coinbra，　Kassel，　Tasmania　オーストラリア　開花（3月上旬）・結実，

　樹高15m胸高直径30～35　cmになる。苗木にカイガラムシがつきやすい。花は美しく切花に，街

　路樹・パルプ原木，繁殖は播種・とり木，天然下種更新も容易。本試験地には林分としては造成され

　ていないが，玉野市の4年生林分での調査では，年生産量20．7ton／haという報告がある。　（藤森・

　山本1967）

A． （ieanei　（ieanei

　　Sydney，　A　deαlbataに似る，開花（花は白く8～9月）ノcルプ原木として期待できる

　A．deanei♪αμoたμgo　Tindale

　　Sydney　開花・結実　A　mollissimaに似るが，枝が多い，樹高4．Om，胸高直径2．5・cmパルプ

　原木として期待できる

　A．decora　Reib

　　Canbe「ra　オーストラリア　低木

A．decurrens　Willd（A．　normalis，　A．　adenoPhora＞　ミモザァカシア　フサアカシア

　　Coinbra　オーストラリア　開花・結実，樹高15　m，胸高直径30　cm，花は美しく造園観賞樹木，

　パルプ用材，タンニン原料として有望視されたが，日本での利用はないようである。繁殖は播種，天

　然下種更新，しかし，寿命は短く15～20年で枯死する。
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A．di　ormis　R．　T．　Baker

　Canberra

A．diff　4sa　Lindl．

　Adelaideオーストラリァ　開花，バラモミに似た葉，低木，生垣などに利用できそうである。

A．dodonaeifolia　WiUd

　Amsterdam，　Adelaide，　Sydney　低木

A．doγatexツ10n　A、　Cunn

　Sydney　長さ20　cm刀状の細い葉，低木

A．drecmmondii　Lind1．

　Adelaideオーストラリァ，温室内で開花・結実，棘がある，寒さに弱く野外では生育は無理

A．decnnii

　Adelaide　低木

A．ebecrnea　Willd．

　Ariana，　Adelaide　発芽せず

A．elata　A．　Cunn

　Adelaide，　Sydney　オーストラリア　開花（9～11月）・結実，樹高15　m，胸高直径35　cm，パ

ルプ原木

A．eiongata　Sieb．　ケイトバアカシア

　Adelaide，　Sydney　オーストラリア　樹高5m，胸高直径3．2cm

A．enterocarPα

　Adelaide

A．estroPhilαta

　Adelaide

A．ent　kycarPa　J．　M．　Black

　Adelaide

A．extθnSa　Lindl．

　Adelaideオーストラリァ　開花，鎗のような葉，低木

A．falcata

　Amsterdam，　Canberra　開花・結実　樹高3．Om，胸高直径2．Ocm

A．farnesiana　Willd．（A．　Pedunculata　Willd．）　キンネム　キンゴウカン

　Barcelona，　Adelaide，　Coinbra，　Canberra　オーストラリア　野外では越冬しない

A．fiMbriata　A．　Cunn　et　G．　Don

　Adelaideオーストラリア　低木

AfiMbriata　var．　fCMbriata

　Adelaide

A．∫imbriαtαvax．カerangttstα

　Canberra

A．ノ『θxφ1似A．Cunn

　Adelaide　枯死

A．floribunda

　Adelaide　開花，花は四季咲き，　A．　longifotia　var．　floribUndaともされるようである。
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A．genistoides　Benth．

Adelaideオーストラリア　亜高木

A．gerγardii　Benth

　Mosambique　発芽せず

A、gtαndgformls

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア　低木

A．giandalicarPa　F．　M．　Rehder

　Adelaide　オーストラリア　発芽せず

A．gγacilifolia　Maid．　et　Blakely

　Adelaide葉はマツに似た針葉

A．grafiana　F．　Muell

　Adelaide　オーストラリア

A．grasbNi　Maiden

　Adelaide　オーストラリア

A．greggli　Gray

　Rancho　Santa　Ana　発芽せず

Agecnnii

　Canberra発芽せず
A．kaheoides　A．　Cunn

　Sydney，　Caberra

A．　haviiandii

　Sydney　葉はマツに似るがやや短い

A．hiPPuroides　Benth

　Adelaideオーストラリァ　低木

Ahorrida　Willd．

　Barcelona，　Coinbra，　Wien　南アフリカ，温室内で開花・結実，羽状複葉，低木，寒さに弱く野

外で越冬しにくい。

A．howttii　F．　Muell

　Vertimiglia　オーストラリア　枯死

A．imPlexa　Benth

　Adelaide，　Canberraオーストラリア，葉は大きく弓状，樹高6m，胸高直径5cmになる。

A．iteaPhy〃a　F．　Muell

　Adelaide，　Milnchen－Nymphenburg　オーストラリア　花は美しく観賞用

A．jonesee

　Adelaide　オーストラリア

A．吻幼θτ吻Willd．（A．　ulcifolia）

　Adelaide　オーストラリァ　A，　browniに似る。低木

A．ka「γoo　Hayne

　Adelaide，　Kirstenbosch　Newlands　羽状複葉，棘がある。低木，ミノムシがつきやすい。寒さに

弱く野外では越冬しにくい。

A．kemPeanαF．　Muell
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　Adelaide　オーストラリァ　小低木

A．kraussiana　Meisn　et　Benth

　Mosambique　羽状複葉，裏面葉脈の上に棘がある。低木，寒さに弱く，山出しできない

A．1anigera　Maiden　et　Blackely

　Adelaide　低木

ノ1．1aPhautha　Reuh．

　Tttrich　枯死

A．1αsiocαlysc

　Adelaide

AleProsa　Sieber

　Adelaide　オーストラリア　発芽せず

A．ligulata　A．　Cunn

　Ariana，　Adelaideオーストラリア，寒さに弱く枯死

A．1inearis　Sims　（A．1inifolia）

　Adelaide，　Canberra，　Sydney　低木

Alongifolia　Willd．（A．　sPathttlata　Tausch）　ナガバアカシア

　Basel，　Coinbra，　Wien　オーストラリア　開花・結実，樹高5～6m，胸高直径10　cm，耐寒性実

験ではかなり弱いものであることがわかった。

A、longif（）liα 　var、　longifolia

　Canberra

A．10ηg加1ゴαvar．　sophorae　F．　Muell

　Sydney，　Canberra

A．longissima　Wendl．

　Canberra　オーストラリア，長さ10　cm刀状の細長い葉，樹高2m，胸高直径1～2cm，帯化を

よくおこす。

A．　macrocantha

　Ariana　発芽せず

A．Mearnsii　De　Willd

　Canberra　オーストラリァ　A．　moltissi？naと同様な生育が期待できる。

A．me1αnoxylon　R．　Br　メラノキシロンアカシア

　Barcelona，　Buenos　Aires，　Adelaide，　Coinbra，　Tasmania　オーストラリア，開花（4月）・結

実，現在，白浜での最大のものは樹高16～17m，胸高直径48　cm，オーストラリァでは建築用材と

して利用されているといわれるように，大径木になり，樹形も良好、繁殖はこんぼう芽更新，取り木

もできる。

A．miorobotrツa　Benth

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア

A．microcarPa　F．　Muell

　Sydney

A．mo〃issiMa　Willd（A．　Mearnsi，　A．　decurrens　var．　Mo11issiMa　Lindl．）　モリシマアカシア

　オーストラリア，開花・結実，樹高15m，胸高直径30～35　cm，寿命はほぼ20年，ゴルフ場など

の庇陰樹，パルプ原木，繁殖は播種・天然下種更新。九州では天草地方を中心に積極的に造林された
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が，只木（1963，1965）によれば，4～5年生で30ton／ha．　yr．の純生産量を示したという。

　白浜試験地における立木材積表はすでに報告したとおりであるが（上中ほか1976），約20年生で，

立木密度700／ha，立木材積は約110m3／haくらいである。

A．montana　Benth

　Carberra

A．murrのyana　F．　Muell

　Sydney
A．me6cronata　var．　meccronata

　入手先不明，低木

A．物ゾブ励oγαWilld

　Adelaide，　Canberra，　Sydney　オーストラリア，開花・結実，小低木

A．myrtiflora　var．　noγmalis　Benth

　Tasmania　枯死

A．nericifolia　A．　Cunn

　Juiianalaan　Delft　オーストラリア

A．nerii　olia　A．　Cunn　ヤナギバァカシア，マキバアカシア

　Glasgow　オーストラリア，小低木

A．nervosa　D．C．

　Adelaide　低木

A．ηilotica　Willd　et　Del

　Tasmania羽状複葉，するどい棘がある，小低木

A．nilotiea　hraμsiana　Brenan

　Mosambique　発芽せず

A．notabilis　F．　Muell

　Adelaideオーストラリア　開花・結実，葉は刀状，低木

A．oblique　A．　Cunn　（A．　roiμndifoiia）

　Adelaideオーストラリァ，小低木，寒さに弱い

A．oswaldii　F．　Muell

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア　小低木

A．oscycedrttS

　Adelaide，　Canberra，　Sydmey　低木

A．Parramattensis

　Sydney，　A．　mo〃issiMaに似た低木

APαrciglαndulosa

　Adelaide

A．PendUla　A．　Cunn

　Ariana，　Adelaide　オーストラリア

A．Penninervis　Sieber　et　D．　C、

　Adelaide，　Canberra，　Sydney　オーストラリァ，葉がマサキのように大きい　樹高1．5m低木

A．Penninervis　var．　faiciformis

　Adelaide
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A．pinnata

　Buenos　Aires

A♪odalyriaefolia　A．　Cunn　et　G．　Don（＝－A．　fraseri　Hook，　A．　cale夕i　A．　Cunn）　　マルバアカシ

ア　ムクゲアカシア

　Barcelona，　Adelaide，　Canberraオーストラリア，開花（最も早く咲き2月下旬～3月上旬）・結

実，低木，造園・観賞用，切花，繁殖は播種

A．Polybotryα

　Sydney，　Canberra　オーストラリア　枯死

A．Pravissima　F．　Muell

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア，開花・結実，樹高3m，葉はA．　cUttrixormisに似ている

が，葉の先端に棘がある。造園，観賞

A．Prominens

　Adelaide，　Canberraオーストラリア　樹高6m，胸高直径9cm
A．♪rUtnOsa　A．　Cunn　et　Benth　（A．　sehinoides）

　Canberraオーストラリァ，羽状複葉

A．Ptychocloda

　Sydney

A．Pubescens

　Barcelonaオーストラリア，花は美しく造園，観賞用樹木

A．PYcnantha　Benth

　Adelaide，　Coinbra，　Canberra，　Tasmania　オーストラリア，温室内で開花，寒さに弱く野外では

枯死，低木

A．カyγザol碗α

　Adelaide

A．4uadrimarginea　F．　Muell

　Adelaideオーストラリア，発芽せず

A．rarnesiana　Willd．

　Coinbra葉は小さく棘がある。寒さに弱い。キチョウによく食害される

A．retinodes　Schlecht

　Barcelona，　Ariana，　MUnchen－Nymphenburg，　Canberra，　Adelaide　オーストラリア，開花（四

季咲き）樹高3　m，胸高直径6cm

A，riceana　Hems1．

　Tasmania　オーストラリア　発芽せず

A．richii

　Buenos　Aires枯死

A．rigens　A．　Cunn　et　G．　Don

　Adelaideオーストラリア，葉はマツ葉状で15　cmにも達する。小低木

A．rivalis

　Adelaide　小低木
Arotttndifolia

　Adelaide
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A．rubida　A．　Cunn

　Canbe「「aオーストラリア　低木

A．rupicola　F．　Muell

　Canberra　オーストラリア

A．saticina　Lindl．

　Adelaide，　Canberra，　Sydney　オーストラリア，樹高12m

A．satigna　Wendl

　Barcelona，　Coinbra，　Adelaide　オーストラリア

A．sene　gal　Willd　アラビアゴムノキ

　Mosambique　アフリカ　枯死

A．sclerosクerma　F．　Muell

　Adelaide　オーストラリア

Asiculiformis

　Sydney　イチイ状の針葉，低木

A．silvestris

　Sydney樹高3m，胸高直径2cm
A．so♪hoγae　R．　Br．

　Adelaide　オーストラリア

A．soωdenii　Maiden

　Adelaide　オーストラリア

AsPectabitis

　Barcelona，　Canberra，　Sydney　オーストラリア，開花，低木，花は美しく観賞用

A．stenoPhy〃a　A．　Cunn

　Adelaide，　Canberra　オーストラリァ，葉はAnotabitisに似た長い刀状，低木，寒さに弱い

A．stromgyloPhy〃a　F．　Muell

　Adelaide

As♪inescens

　Adelaide

A．stinoides　Benth

　Canberra
A．　strictα

　Sydney，　Canberra　枯死

A．Sttaveoiens　Willd．

　Adelaide，　Sydney，　Canberra　オーストラリア，温室内で開花，寒さに弱い

A．subPorosa　F．　Muel1　イトバァカシア

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア，開花（3月）・結実，葉に粘液があり手でさわるとくっっ

く。樹高5m，胸高直径4cm
A，szaffrutescens

　Adelaide　発芽せず

A．subulata

　Sydneyオーストラリア，開花，樹高2m
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A．tetragonoPhvlla　F．　Muell

　Adelaide　開花

A．　termi打alis

　Adelaide樹高15　m，胸高直径35　cm，パルプ原木

A．tortiiis　heteracanthαBrenan

　Mosambique　発芽せず
．A．　trigonoPhila　Meissn．

　Canberra　オーストラリア

A．trineecra　Sieb．　et　D．C．

　Adelaideオーストラリア，葉は刀状10　cm，低木

Aulicifoiia　Court．

　Canberra　A．元uniPerinaのシノニムともされているようである。

A．uniciata

　Sydney　枯死

A．ecroφky〃a　Benth

　Canberra　オーストラリア　低木

A．venulosa　Benth

　Canberra　オーストラリア

A．verni　cifl　ua　A．　Cunn

　Tasmania，　Adelaide，　Sydney　オーストラリァ　寒さに弱く山出しできない

A．vertici〃ata　Willd．スギバァカシァ　クルマバアカシア

　Adelaide，　Tasmarlia，　Amsterdam，　MUnchen－Nymphenburg，　Coimbra　オーストラリア，する

どい棘がある，樹高2～3m，，生垣，造園樹，切花

A．verticillata　var　．lati∫　olia

　Adelaide

Avestita　Kel－gawl

　Adelaide，　Canberra　オーストラリア

A．victoriae　Benth　（A．　sentis）

　Adelaide　オーストラリア

A．viSCO

　Buenos　Aires，　Adelaide

A．wattsiana　F．　Muell　et　Benth

　Adelaide

A．welwitshii　de1αgoensis　J．　Ross

　Mosambique
A．xanthoPhloia　Benth

　Mosambique

　これらアカシァ類の花は多くは黄色（ときに白色）で，いずれも美しく，花を観賞する造園・観賞

樹木として利用しうるが，とくに，美しいものは次のようなものであろう。

　A．baileyaηa，　A．　calamifoEa，　A．　dealbata，　A．　cultri∫　ormis，　A．　decurrens，　A．　fioribttnda，

A．クrαv｛ssimaなどであろう。最も早く咲くものはAt｝odolyrlαe∫　oiiaで2月，　A．　baileyana，　A．
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dealbata，　A．　decurrens，　A　Pravissimαなど多くは3月であるが，　A　deanei　deaneiでは8～9月，

A．elataは9～11月，さらにA．　fioribecnda，　A．　retinodesは四季咲まで，一年中いつもパラパラと

花をつけている。

　森林造成，とくに，パルプ用材などとして利用できるものは次のようなものであろう。

　A．cツanoPkylla，　A．　dealbata，　A．　deanei　deanei，　A．　deanei　Paucizscga，　A．　elata，　A．　melanoecylon，

Amotlissima，　A．　silvestris，　A．　terminalis．

　しかし，A．　melanoscylonを除いて，いずれも，ほぼ20年で老令化するので，短伐期での天然下種

更新あるいはアカシア林内へのヒノキ，マッ類の樹下植栽を試みている。

アカシア類の耐凍性

　アカシァ類の造林上の最も大きな問題は，寒さに弱いことであろう。1977年春の西日本の低温で岡

山県玉野などではメラノキシロンアカシァが，福岡県などではモリシアマカシァが，寒さによる害を

大きく受けたという。

　白浜試験地植栽のアカシア類のうち23種について，耐凍性を調べてみた。

　実験の手1順は次のようである。

　197年2月21日　実験材料採集，2月24日から0°C前後でハードニングを開始し，3月15～20日に

所定温度で4時間冷凍し，4月6～10日に耐凍性を判定した。判定は正常，軽度被害，中程度被害，

強程度被害，枯死の5段階に判定したが，図には枝での結果で正常なもの（○），被害のあったもの

（e），枯死したもの（●）としてまとめてみた。

　A．10ngifolia，　A・horridaなどは一3・7°Cで枯死，　A　diff　usa，　A　imクlescaは一3．7°Cで被害，

一
6．5℃で枯死，Anoloticα，　A為aroo，　A．　rarηesiana，　A．　gracUtfol　ia，　A．　suaveolensは一6．5℃

で枯死し，かなり耐凍性の弱いものであることがわかる。A・moUissimaについては横山・鈴木

（1963）は一4・5℃で寒害を受けはじめ，－9．4°Cでほとんど枯死すると述べていることと一致す

る。

　　　　　　 Temperature

　　　　　　　　　＿　3．フ　　　　　ー　6．5　　　　　　　　　　－　11．2　－　12．8　　　－　15．2

、．1。n，一一一＋一　　　　　　　　一　horrida
　diffusa
　　fi　mplexa

　　n｜10tica
　　karoo

－
o－一・・一一・一・－e　　rarnesiana

　gracilifolia
　　　suaveolens

　　accola
　　mollissima
　　　podolyriaefolia■一く：〉一一一一一一一一一一■一
　　　retinodes

　　　cyanophylla
　　 decUrrens
　　　melanoxylon

－－
o－一一・・一一一一一一一・一一〇一一一一一一一一一

　　rubida
　　　subporosa

－一・o－一一一・一…K＞一一一一　　　penninervis
　　　pravissima

－－
o－一一一一・一一一〇　　　10r19issima

　　deanei

　CIU・ies－・・ssiae－＜一●一一一一●

o正常 Φ被害 ●枯死
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A．retinodes

A．aneur己

A．brachystachya

A．mucronata

A．linifo1｛a

A．10ngissima

A．sub］ata

A

A．botrycephala

A．floribunda

一A．diffusa

A．prominens

A．10ngifolia

．g

pycantha

一．．．・一…一…一・一・一一一一lm－一・Pt－”

A．subporose

．．t．e－．’t

A，s｜culiformis
A．fimb1・iata

Ajongifo1｛a　var．～ophore

v〕S

5　cm
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A・　P・avissima・　A・1・ngissim・・　A・∂d・an・i，　A・cl・ies－r・ssiaeは一11．2°Cで被害，－12．8・Cで

枯死し，耐凍性は強い方であるが，それでも一12．8°Cではアカシア類はすべて枯死してしまうの

で，最低気温一10°C以下になるところでは，アカシア類の造林はさしひかえた方がいいようであ

る。
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